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別田三叉路柳橋前・昭和８年 別田郵便局特設電話開通式

　
今
回
は
春
日
居
町
の
別
田
地
区
を
紹
介

し
ま
す
。

　
別
田
の
地
名
は
国
道
１
４
０
号
線
柳
橋

信
号
周
辺
︵
別
田
三
叉
路
︶
で
青
梅
街

道
と
雁
坂
口
ノ
間
道
︵
秩
父
街
道
の
一
部
︶

が
別
れ
た
事
に
由
来
す
る
と
い
う
説
が
あ

り
ま
す
。
青
梅
街
道
は
別
田
か
ら
正
徳

寺
︵
山
梨
市
︶
・
上
神
内
川
︵
山
梨
市
︶・

小
原
︵
山
梨
市
︶
・
上
於
曽
︵
甲
州
市
塩

山
︶
・
上
萩
原
︵
甲
州
市
塩
山
︶
等
を
通

り
大
菩
薩
峠
を
越
え
て
青
梅
︵
東
京
都
青

梅
市
︶
ま
で
つ
な
が
り
ま
す
。
雁
坂
口
ノ

間
道
は
別
田
か
ら
落
合
︵
山
梨
市
︶
・
万

力
︵
山
梨
市
︶
・
八
幡
︵
山
梨
市
︶
・
窪
平

︵
山
梨
市
牧
丘
︶・
川
浦
︵
山
梨
市
三
富
︶

等
を
通
り
雁
坂
峠
を
越
え
て
秩
父
︵
埼
玉

県
秩
父
市
︶
ま
で
つ
な
が
り
ま
す
。

　
別
田
地
区
に
は
街
道
の
分
岐
点
が
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
る
石
造
物
が
２
つ
あ
り
ま

す
。
別
田
三
又
路
の
一
角
に
は
柳
の
木
と

三
界
万
霊
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
養
塔
に
は
﹃
右
は
き
は
ら
道�

左
や
は

た
道
﹄
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
﹃
は
き
は

ら
道
﹄
は
青
梅
街
道
の
別
名
で
、
﹃
や
は

た
道
﹄
は
雁
坂
口
ノ
間
道
の
別
名
で
す
。

こ
の
供
養
塔
は
別
田
柳
橋
周
辺
の
シ
ン
ボ

ル
的
存
在
で
あ
り
、
昭
和
８
︵
１
９
３
３
︶

年
６
月
５
日
に
撮
影
さ
れ
た
﹃
第
二
回
満

州
武
装
移
民
記
念
写
真
﹄
に
も
柳
の
木
と

供
養
塔
が
写
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
保
泉
寺
︵
別
田
４
番
地
︶
に
は
別

田
三
叉
路
よ
り
移
設
さ
れ
た
道
標
が
あ
り

ま
す
。
道
標
の
中
央
に
は
﹃
観
世
音
﹄
と

刻
ま
れ
、
右
側
に
は
﹃
右�

は
き
は
ら
道
﹄

と
左
側
に
は
﹃
左�

や
は
た
道
﹄
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
雁
坂
口
ノ
間
道
を
通
り
甲

州
か
ら
秩
父
へ
行
く
人
が
多
く
い
た
の
で

し
ょ
う
。
秩
父
に
は
秩
父
三
十
四
ヶ
所
観

音
霊
場
の
寺
院
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
別
田
地
区
に
は
中
央
本
線
春
日

居
町
駅
や
春
日
居
郵
便
局
が
あ
り
ま
す
。

中
央
本
線
は
明
治
36
︵
１
９
０
３
︶
年
に

甲
府
八
王
子
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
昭
和

29
︵
１
９
５
４
︶
年
に
は
別
田
駅
が
設
置

さ
れ
、
駅
舎
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

40
年
代
に
別
田
駅
は
無
人
に
な
り
、
平
成

５
︵
１
９
９
３
︶
年
に
駅
名
は
﹃
春
日
居

町
駅
﹄
に
変
わ
り
ま
し
た
。
平
成
15
︵
２

０
０
３
︶
年
よ
り
駅
周
辺
整
備
事
業
が
進

め
ら
れ
足
湯
・
ロ
ー
タ
リ
ー
・
公
園
等
が

造
ら
れ
ま
し
た
。

　
春
日
居
郵
便
局
は
明
治
37
年
︵
１
９
０

４
︶
年
に
芦
澤
多
左
衛
門
宅
に
別
田
郵
便

取
扱
所
を
設
置
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

翌
年
に
﹃
別
田
郵
便
局
﹄
と
名
前
を
変
え
、

大
正
15
︵
１
９
２
６
︶
年
よ
り
電
話
交
換

業
務
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
13
年
に
﹃
春

日
居
郵
便
局
﹄
と
名
前
を
変
え
ま
し
た
。

局
内
に
は
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
菊

や
絵
画
の
展
示
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
春
日
居
町
駅
を
出
発
し
て
別
田
地
内
を

歩
い
て
み
た
ら
い
か
が
で
す
か
。
新
し
い

発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
歩
い
た

後
は
駅
前
の
足
湯
で
疲
れ
を
癒
し
て
く
だ

さ
い
。

　
甲
斐
の
人
々
は
、
実
に
多
彩
な
仏
を
生
み
出
し
、

祈
り
を
捧
げ
、
思
い
を
託
し
て
き
ま
し
た
。
時
に

力
強
さ
の
中
に
大
ら
か
な
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
如

来
像
を
。
そ
し
て
時
に
、
繊
細
で
優
美
な
菩
薩
像

を
。
あ
る
い
は
忿
怒
の
形
相
を
も
っ
て
人
々
を
導

く
明
王
像
を
。

　
ま
た
、
日
蓮
や
夢
窓
国
師
ら
、
日
本
仏
教
の
中

で
礎
を
築
い
た
祖
師
た
ち
。
彼
ら
は
こ
の
地
に
縁

深
く
、
多
く
の
足
跡
を
遺
し
て
い
ま
す
が
、
人
々

は
そ
の
姿
を
像
に
刻
み
、
そ
の
面
影
を
慕
い
続
け

た
の
で
す
。

　
山
梨
に
伝
わ
る
仏
像
、
仏
画
は
、
こ
れ
ま
で
ま

と
ま
っ
て
紹
介
さ
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
本
展
は
、
16
件
あ
ま
り
の
国
指
定
重
要
文

化
財
を
は
じ
め
、
県
内
有
数
の
仏
教
美
術
の
精
華

で
あ
る
﹁
祈
り
の
か
た
ち
﹂
が
一
堂
に
集
い
、
山

梨
の
信
仰
の
歴
史
を
概
観
す
る
初
め
て
の
機
会
と

な
り
ま
す
。

　
笛
吹
市
は
、
国
衙
が
あ
っ
た
地
と
さ
れ
、
県
内

で
も
最
も
早
い
時
期
、
７
世
紀
の
創
建
と
さ
れ
る

寺
本
廃
寺
や
、
８
世
紀
に
国
家
的
規
模
で
そ
の
造

営
が
奨
励
さ
れ
た
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
が
存
在
し

た
地
域
で
あ
り
、
古
く
か
ら
仏
教
文
化
が
盛
ん
で

あ
っ
た
地
域
で
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
か
、

平
安
時
代
に
遡
る
像
や
、
さ
ら
に
古
く
、
奈
良
時

代
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
仏
像
も
、
今
は
断

片
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
笛
吹
市
の
仏
像
は
も
ち
ろ
ん
、
山
梨
に
伝
わ
る

仏
像
、
仏
画
を
こ
う
し
て
見
ら
れ
る
機
会
は
、
な

か
な
か
得
ら
れ
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
開
催
は
、
11
月
20
日
、
県
民
の
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
甲
斐
の
風
土

に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
、
そ
の
豊
饒
な
祈
り
の

世
界
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

︻
主
な
出
品
作
品
︼

・
木
造
薬
師
如
来
坐
像
　
大
善
寺
蔵

・
木
造
愛
染
明
王
坐
像
　
放
光
寺
蔵

・
木
造
不
動
明
王
坐
像
　
大
聖
寺
蔵

・
木
造
聖
徳
太
子
立
像
　
仁
勝
寺
蔵

・
木
造
吉
祥
天
及
二
天
像
　
福
光
園
寺
蔵

・
木
造
夢
窓
国
師
坐
像
　
古
長
禅
寺
蔵

・
絹
本
著
色
法
然
上
人
絵
伝
　
山
梨
県
立
博
物
館
蔵

　
会
期
中
展
示
替
え
が
あ
り
ま
す
。

◎
会
期

　
平
成
18
年
10
月
14
日
︵
土
︶
か
ら
11
月
20
日︵
月
︶
ま
で

◎
開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
︵
入
館
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
︶

◎
休
館
日

10
月
23
日︵
月
︶・
30
日︵
月
︶・
11
月
６
日︵
月
︶・

13
日︵
月
︶

◎
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
博
物
館

　
☎
０
５
５
︱
２
６
１
︱
２
６
３
１

大善寺�薬師如来坐像大聖寺�不動明王坐像仁勝寺�聖徳太子立像福光園寺�吉祥天像

　
山
梨
県
立
博
物
館
で
は
、
﹁
祈
り
の
か
た
ち�

甲
斐
の
信
仰
﹂
と
題
し
て
、
開
館
一
周
年
記
念

特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

べ
つ
で
ん

や
な
ぎ
ば
し

お
う
め

か
ん
ど
う

し
ょ
う
と
く

だ
い
ぼ
さ
つ

か���
のお���

ぞ

や
は
た

か
わ
う
ら

や
な
ぎ
ば
し

ほ
う
せ
ん
じ

か
ん
ぜ
お
ん

あ
し
ざ
わ

と
り
あ
つ
か
い
し
ょ

た

ざ

え

も

ん

く
ぼ
だ
い
ら

こ
ば
ら

ち
ち
ぶ

か
り
さ
か
ぐ
ち

三界万霊供養塔 保泉寺道標

別田駅開業�(S29.12.1)

春日居町駅現状

さ
ん
が
い
ば
ん
れ
い
く
よ
う


